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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 8,031,990 4,047,871 15,870,327

経常利益（千円） 1,655,860 719,645 3,181,228

四半期（当期）純利益（千円） 1,083,788 480,461 1,840,636

純資産額（千円） － 29,205,527 28,205,421

総資産額（千円） － 33,396,306 32,427,141

１株当たり純資産額（円） － 2,314.91 2,229.48

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
85.84 38.08 144.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 87.5 87.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,436,727 － 2,972,650

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△735,611 － △469,376

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△194,901 － △345,414

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 13,379,743 12,742,994

従業員数（人） － 617 613

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 617 (267)

　（注）従業員数は当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２

四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 246 (201)

　（注）従業員数は当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であり、臨時雇用者数は

（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類ごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電磁波環境コンポーネント・精密エンジニアリ

ングコンポーネント事業（千円）
2,460,432

その他事業（千円） 75,491

合計（千円） 2,535,924

　（注）１．生産を行っている会社の販売価格によっております。

２．上記金額には消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは受注見込による生産方式をとっているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類ごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電磁波環境コンポーネント・精密エンジニアリ

ングコンポーネント事業（千円）
3,941,822

その他事業（千円） 106,048

合計（千円） 4,047,871

　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における世界経済は米国の金融不安に端を発した、米国、欧州の実体経済の急減速によ

り世界的な景気後退の可能性が強まってまいりました。

　日本におきましても世界経済の混迷に加え、長引く原油をはじめとする原材料価格の高騰や個人消費の停滞によ

り企業を取り巻く収益環境は厳しさを増してまいりました。

　当社グループを取り巻く電機・情報・通信機器業界におきましては、世界的な景気後退にともなう市場収縮によ

り企業間のグローバル競争は更に激しさを増し電機業界各社の事業再編が加速するなど経営環境は一段と厳しさ

を増してまいりました。

　このような経済情勢の中で、当社グループは開発、生産、販売の内外での連携体制の強化に努め、主力市場である電

機・情報・通信機器業界でのユーザー深耕に加え、自動車、住設、工作機械など内需関連市場の開拓に引き続き注力

してまいりました。

　これらの結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間における売上高は4,047百万円、営業利益は650百万円、経

常利益は719百万円、四半期純利益は480百万円となりました。

　所在地別実績につきましては、日本国内は売上高3,082百万円、営業利益は388百万円となりました。中国は売上高

779百万円、営業利益125百万円となりました。その他の在外は売上高1,120百万円、営業利益は138百万円となりまし

た。

　なお、海外売上高は1,622百万円となり連結売上高に占める割合は40.1％であります。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、前四半期連結会計期間末に比べて19百万円増

加し、13,379百万円となりました。

　なお、前連結会計年度末に比べて現金及び現金同等物の残高は、636百万円の増加となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した現金及び現金同等物は615百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

723百万円、減価償却費217百万円および売上債権の増加額189百万円、賞与引当金の減少額112百万円などの結果に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した現金及び現金同等物は510百万円となりました。これは主に、有価証券の取得による支出

190百万円、固定資産の取得による支出140百万円、投資有価証券の取得による支出102百万円および敷金・保証金の

増加による支出93百万円などによるものであります。

(3）事業上および財政上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更および新たに生じた課

題はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、106百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

北川工業株式会社(E02018)

四半期報告書

 5/25



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,500,000

計 39,500,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,079,525 13,079,525
名古屋証券取引所

市場第二部
－

計 13,079,525 13,079,525 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 13,079,525 － 2,770,000 － 3,915,130
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社キタガワ 名古屋市名東区平和が丘四丁目258番地 1,995 15.26

北川　弘二 名古屋市名東区 1,251 9.57

有限会社ケー・ジイ 名古屋市名東区平和が丘四丁目258番地 1,200 9.17

モルガンスタンレー アンド カン

パニー インク

（常任代理人　モルガン・スタン

レー証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK, NY 10036,

U.S.A.

（東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号）

997 7.63

北川　清登 名古屋市名東区 869 6.65

ザ バンク オブ ニューヨーク 

ジャスディック ノントリーティ 

アカウント

（常任代理人　株式会社みずほ

コーポレート銀行）

ONE WALL STREET, NEW YORK, NY

10286, U.S.A.

（東京都中央区日本橋兜町６番７号）

773 5.91

ザ バンク オブ ニューヨーク 

ジャスディック ノントリーティ 

アカウント

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）

GLOBAL CUSTODY, ONE WALL STREET,

NEW YORK, NY 10286, U.S.A.

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

728 5.57

メロンバンク ノントリーティー 

クライアンツ オムニバス

（常任代理人　香港上海銀行東京

支店）

ONE BOSTON PLACE BOSTON, MA 02108,

U.S.A.

（東京都中央区日本橋三丁目11番１号）

539 4.12

北川工業株式会社 名古屋市中区千代田二丁目24番15号 463 3.54

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 269 2.06

計 － 9,089 69.49

　（注）オー・シー・エム・オポチュニティーズ・ファンド・ファイブ・エルピー及びその共同保有者であるオー・シー

・エム・ジャパン・オポチュニティーズ・ファンド・ファイブ・エルピー、オー・シー・エム・アジア・プリン

シパル・オポチュニティーズ・ファンド・エルピーから、平成20年９月17日付で提出された大量保有報告書（変

更報告書）により、平成20年５月９日現在でそれぞれ下記のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりま

すが、当社としては当第２四半期連結会計期間末現在時点における実質株主数の確認ができませんので、上記大

株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株式等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

オー・シー・エム・オポチュニ

ティーズ・ファンド・ファイブ・

エルピー

2711 CENTERVILLE ROAD, SUIT

　400, WILMINGTON,

DELAWARE 19808, U.S.A.

株式　 717,900 5.49

オークツリー・ジャパン・オポ

チュニティーズ・ファンド・エル

ピー

WALKERS SPV LIMITED,

WALKER 

HOUSE PO BOX 908 GT,

GEORGE 

TOWN, GRAND CAYMAN,

CAYMAN 

ISLANDS

株券　 997,800 7.63
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氏名又は名称 住所
保有株式等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

オー・シー・エム・アジア・プリ

ンシパル・オポチュニティーズ・

ファンド・エルピー

WALKER HOUSE, 87 MARY 

STREET, GEORGE TOWN, 

GRAND CAYMAN 

KY1-9001, CAYMAN ISLANDS

株券　 773,500　 5.91
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     463,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  12,580,500 125,805 －

単元未満株式 普通株式      35,825 － －

発行済株式総数 　        13,079,525 － －

総株主の議決権 － 125,805 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,700株、議決権が17個含まれておりま

す。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北川工業株式会社
名古屋市中区千代

田二丁目24番15号
463,200 － 463,200 3.54

計 － 463,200 － 463,200 3.54

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,490 1,460 1,491 1,446 1,380 1,374

最低（円） 1,360 1,399 1,380 1,285 1,330 1,287

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）および当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,286,813 12,268,569

受取手形及び売掛金 4,630,325 4,561,775

有価証券 3,473,450 3,682,274

商品及び製品 557,476 585,472

仕掛品 186,325 179,525

原材料及び貯蔵品 117,949 139,998

その他 613,351 548,185

貸倒引当金 △4,839 △4,328

流動資産合計 22,860,854 21,961,473

固定資産

有形固定資産

土地 4,023,494 4,021,509

その他

その他（純額） ※1
 3,819,692

※1
 3,957,616

有形固定資産合計 7,843,186 7,979,125

無形固定資産

その他 379,553 292,379

無形固定資産合計 379,553 292,379

投資その他の資産

投資有価証券 733,509 677,212

長期預金 500,000 500,000

その他 1,149,336 1,138,490

貸倒引当金 △70,133 △121,540

投資その他の資産合計 2,312,712 2,194,162

固定資産合計 10,535,452 10,465,668

資産合計 33,396,306 32,427,141

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,160,343 2,224,720

未払法人税等 608,131 474,415

賞与引当金 248,064 244,357

その他 436,363 532,000

流動負債合計 3,452,902 3,475,494

固定負債

退職給付引当金 437,467 426,078

役員退職慰労引当金 296,880 316,740

その他 3,529 3,406

固定負債合計 737,876 746,225
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債合計 4,190,779 4,221,719

純資産の部

株主資本

資本金 2,770,000 2,770,000

資本剰余金 3,915,130 3,915,130

利益剰余金 23,600,355 22,662,008

自己株式 △756,473 △707,059

株主資本合計 29,529,011 28,640,078

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 119,634 146,928

為替換算調整勘定 △443,118 △581,585

評価・換算差額等合計 △323,484 △434,656

純資産合計 29,205,527 28,205,421

負債純資産合計 33,396,306 32,427,141
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 8,031,990

売上原価 4,113,536

売上総利益 3,918,453

販売費及び一般管理費 ※1
 2,521,334

営業利益 1,397,119

営業外収益

受取利息 99,917

受取配当金 4,975

為替差益 14,918

助成金収入 102,546

その他 44,810

営業外収益合計 267,168

営業外費用

支払利息 376

売上割引 2,846

賃貸収入原価 1,998

その他 3,204

営業外費用合計 8,426

経常利益 1,655,860

特別利益

固定資産売却益 196

貸倒引当金戻入額 6,036

特別利益合計 6,233

特別損失

固定資産売却損 1,022

固定資産除却損 2,243

特別損失合計 3,265

税金等調整前四半期純利益 1,658,828

法人税等 575,040

四半期純利益 1,083,788
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 4,047,871

売上原価 2,111,198

売上総利益 1,936,672

販売費及び一般管理費 ※1
 1,286,206

営業利益 650,465

営業外収益

受取利息 62,843

受取配当金 66

その他 24,855

営業外収益合計 87,765

営業外費用

支払利息 211

売上割引 1,564

為替差損 15,744

賃貸収入原価 1,000

その他 65

営業外費用合計 18,586

経常利益 719,645

特別利益

固定資産売却益 23

貸倒引当金戻入額 6,036

特別利益合計 6,059

特別損失

固定資産売却損 71

固定資産除却損 2,012

特別損失合計 2,084

税金等調整前四半期純利益 723,620

法人税等 243,159

四半期純利益 480,461
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,658,828

減価償却費 397,756

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,713

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,860

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,576

貸倒引当金の増減額（△は減少） △132

受取利息及び受取配当金 △104,892

支払利息 376

為替差損益（△は益） 1,428

有形固定資産売却損益（△は益） 3,068

売上債権の増減額（△は増加） △56,287

たな卸資産の増減額（△は増加） 48,563

仕入債務の増減額（△は減少） △77,457

未払消費税等の増減額（△は減少） △60,001

未収消費税等の増減額（△は増加） 32,206

その他 △64,674

小計 1,773,212

利息及び配当金の受取額 114,179

利息の支払額 △376

法人税等の支払額 △450,288

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,436,727

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △281,792

有価証券の取得による支出 △400,093

有価証券の売却及び償還による収入 503,030

有形固定資産の取得による支出 △313,622

有形固定資産の売却による収入 3,745

無形固定資産の取得による支出 △89,146

投資有価証券の取得による支出 △102,670

その他 △55,061

投資活動によるキャッシュ・フロー △735,611

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △49,414

配当金の支払額 △145,487

財務活動によるキャッシュ・フロー △194,901

現金及び現金同等物に係る換算差額 130,533

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 636,748

現金及び現金同等物の期首残高 12,742,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 13,379,743
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準および評価方法

の変更

たな卸資産　

通常の販売目的で所有するたな

卸資産については、従来、主とし

て総平均法による原価法によっ

ておりましたが、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価

に関する会計基準」（企業会計

基準第９号　平成18年７月５日）

が適用されたことに伴い、主とし

て総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

これにより、当第２四半期連結累

計期間の営業利益、経常利益およ

び税金等調整前四半期純利益は

5,640千円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影

響は、当該箇所に記載しておりま

す。

 (2）「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用

第１四半期連結会計期間より、「連

結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号　平成18年５

月17日）を適用し、連結決算上必要

な修正を行っております。

これによる損益に与える影響は軽微

であります。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

減価償却の方法として、定率法を採用して

いる資産については、当連結会計年度に係

る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の

算定方法

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められる場

合に、前連結会計年度決算において算定し

た貸倒実績率等の合理的な基準を使用して

一般債権の貸倒見積高を算定しておりま

す。

３．経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する

方法によっております。

４．繰延税金資産および繰延

税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して

は、前連結会計年度末以降に経営環境等お

よび一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められる場合には、前連結会計年

度決算において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法に

よっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積もり、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて

表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、8,401,194千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は8,092,655千円であ

ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金

額は次のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 632千円

役員報酬及び給与手当 983,663千円

賞与引当金繰入額 195,805千円

退職給付費用 54,916千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,840千円

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金

額は次のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 632千円

役員報酬及び給与手当 487,674千円

賞与引当金繰入額 101,475千円

退職給付費用 52,358千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,920千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定  13,286,813千円

預入期間が６か月を超える定

期預金
△2,980,416千円

有価証券のうちＭＭＦ等   3,073,345千円

現金及び現金同等物  13,379,743千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　13,079,525株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　   463,265株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 145,487 11.50 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月７日

取締役会
普通株式 126,162 10.00 平成20年９月30日 平成20年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　製品の種類、性質、製造方法、販売市場等が類似している「電磁波環境コンポーネント・精密エンジニアリング

コンポーネント」事業の売上高および営業利益の金額は、いずれも全事業合計の90％を超えているため、記載を

省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
日本
（千円）

中国
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高
2,426,893 641,785 979,192 4,047,871 － 4,047,871

(2）セグメント間の内

部売上高
655,680 138,085 140,855 934,621 (934,621)　 －

計 3,082,574 779,870 1,120,047 4,982,493 (934,621)　 4,047,871

営業利益 388,354 125,367 138,010 651,731 (1,266) 650,465

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
日本
（千円）

中国
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する

売上高
4,768,746 1,335,045 1,928,198 8,031,990 － 8,031,990

(2）セグメント間の内

部売上高
1,272,660 258,175 276,336 1,807,172 (1,807,172)　 －

計 6,041,407 1,593,220 2,204,535 9,839,163 (1,807,172)　 8,031,990

営業利益 842,825 282,859 264,084 1,389,770 (△7,348) 1,397,119

　（注）１．セグメント区分の決定方法

事業活動の独自性を考慮し、主として国別に区分しております。

２．所在地別セグメント「その他」には、主としてドイツ、シンガポールおよび台湾が含まれております。

３．会計方針の変更

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1）に記載のとおり、「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、第１四半

期連結会計期間より通常の販売目的で所有するたな卸資産について主として総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これにより、従

来と同一の方法によった場合と比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、所在地セグメント「日

本」で5,640千円減少しております。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　 中国 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 641,785 980,566 1,622,351

Ⅱ　連結売上高（千円）   4,047,871

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 15.9 24.2 40.1

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　 中国 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 1,335,045 1,929,900 3,264,946

Ⅱ　連結売上高（千円）   8,031,990

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 16.6 24.0 40.6

　（注）１．セグメント区分の決定方法

事業活動の独自性を考慮し、主として国別に区分しております。

２．海外売上高「その他」には、主としてドイツ、シンガポールおよび台湾が含まれております。

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国における売上高であります。
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（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,314.91円 １株当たり純資産額 2,229.48円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 85.84円 １株当たり四半期純利益金額 38.08円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（千円） 1,083,788 480,461

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,083,788 480,461

期中平均株式数（千株） 12,626 12,616

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年11月７日開催の取締役会において、平成20年９月30日現在の株主名簿および実質株主名簿に記載または記

録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

(1）中間配当による配当金の総額………………………… 126,162千円

(2）１株当たり配当金…………………………………………………10円

(3）支払請求の効力発生日および支払開始日………平成20年12月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

北川工業株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田　島　和　憲

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏　木　勝　広

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　元　　　宏

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川工業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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